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高齢患者のどこを診る?その着眼点と口腔リハビリテーションの視点 

講師 : 廣瀬知二先生 /伊東歯科口腔病院 

お申込みは、こちらのQRコードよりお願い致します。 
追って詳細案内と請求書を郵送いたします。

問合せ先：MERCIMONDE LLC 代表 本田貴子  
TEL:090-9651-4504 Mail:merci.and.merci@gmail.com

　廣瀬知二先生　profile 

　1985年  北海道医療大学歯学部卒業　 
 
　1989年  広島大学大学院修了後臨床へ  
 
　1994年  (医)康和会 訪問診療部へ入職 
 
　 2015年  伊東歯科口腔病院 訪問診療部長 

・日時 : 2024年12月15日（日）9:30~12:30 
・開催方法:ハイブリッド（対面＆WEB Zoom） 
   ＊詳細案内は1週間前に郵送いたします。 
　＊対面は熊本市内が会場となります。 
　＊オンラインの方には 
　　パソコン（カメラ・マイク付き）、スマートフォン 
　　タブレットをご用意ください。 
　＊それぞれのご自宅又は通信状態の良い場所でご参加 
　　ください。 
　＊録音・録画は禁止しております。 
　　ご遠慮いただきますようお願いいたします。 
　＊お顔を出しての参加となります。 
　＊お申し込みをされた方がご参加ください。 
・定員：対面30名　WEB50名

　＜受講費＞ 
 　・歯科衛生士・歯科技工士：6000 円　 
 　・歯科医師：8000円 
　 ・歯科助手・歯科受付・その他の職種：5000 円　 
　 ・学生：無料 

　＊ご都合により参加できなかった場合の返金は 
                           　　  致しかねますのでご了承ください。

            ＜タイムスケジュール＞ 
 
　　9:30～　挨拶 ・ディスカッション等  

  　 　  9:50～  廣瀬知二先生による講義　 
　　12:20～  質疑応答・集合写真撮影 
　　12:30 　終了 

　超高齢社会の現在、日常生活の中で高齢者と接することがない方はほとん
どいないのではないでしょうか。わが国では、2042年ごろまで高齢者が増
加すると予想されています。 高齢者は疾患や障害を複数有していることが 
多く、 ADL が低下して通院が困難となることが少なくありません。そのた
め今後、訪問診療の対象者は必然的に増加します。また、高齢者の増加に
伴って認知症患者も増加するため、認知症高齢者の歯科治療は訪問診療のみ
ならず、一般の外来診療においても避けて通ることはできません。さらに歯
科医療者には、高齢者のQOLのかなめである摂食嚥下機能の維持、回復への
支援が求められています。  
　今回は、認知症や摂食嚥下機能について基礎的なところからお話します。
また、高齢者にしばしば使用が見られる義歯安定剤の問題点、摂食嚥下障害
の影に隠れている薬剤の嚥下障害などについてお話します。  
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